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核兵器の全面的廃絶のための国際デー ハイレベル会合での発言 2021年9月28日

アレクサンダー・クメント大使 オーストリア軍縮・軍備管理・不拡散局長

核軍備撤廃は、オーストリアの外交政策にとって中心的な優先事項である。核兵器の全面

的廃絶のための国際デーを記念するにあたり、「核兵器のない世界」という目標に向けてわ

れわれが歴史的な一歩を踏み出したことを特に誇りに思う。

核兵器禁止条約（TPNW）は50を超える国々の批准を経て今年発効した。これは素晴らしい

国際協力の結果であり、世界の圧倒的多数の人々の明確な意志の表明である。核兵器が

もたらす壊滅的な人道的影響とリスクについて新たな知見が得られたことを受けて、159カ国

が2015年の「人道の声明」に署名し、130を超える国々が「人道の誓約」を採択したことが、

TPNWの誕生につながった。

その動機は明確だ。広範囲に渡って壊滅的な被害を及ぼすことを目的とし、今あるような文

明を消滅させる可能性のある、非人道的で無差別な兵器のもたらす影響と危険は、あまりに

も重大だからである。核兵器がもたらす安全保障とは幻想であり、人類の生存そのものを脅

かすダモクレスの剣である。

核軍縮での進展はかつてないほど緊急に求められており、有名な「終末時計」は今日、核破

局を意味する午前0時に、冷戦時代のどの時期よりも近づいている。しかし、軍縮は進むどこ

ろか、核兵器は更新され、新型核兵器が配備され、透明性が失われ、核兵器に関する危険

なレトリックを論じる国々がある。実証されておらず、非常に不安定であるにも関わらず、核

抑止力という考え方がいまだに多くの国ではびこっている。今こそ、こうした危険な動きに歯

止めをかけ、TPNWの基盤となっている深遠な議論に建設的に取り組むべきである。

よって私は、TPNWの第1回締約国会議が2022年3月22日から24日までウィーンで開催され

ることを嬉しく思う。第1回締約国会議は、その交渉会議の時と同様、条約に対する立場を問

わず、すべての国に開かれており、私はすべての国にウィーンの会議に参加するようよびか

ける。

TPNWは初めの一歩に過ぎないが、われわれの共同の目標である核兵器のない世界に向

けた不可欠な一歩である。私は、オーストリアが志を同じくする国々や市民社会組織とともに、

この歴史的な条約の成立に果たした役割を誇りに思う。そして、世界を誰にとってもより安全

な場所とするために、すべての国がTPNWに署名・批准するようよびかけるものである。

９月２７日長崎市長を訪問

世界大会実行員会事務局として２０２１年世界

大会への協力のお礼と「日本政府に核兵器禁止

条約の署名・批准を求める署名」への賛同要請

で訪問しました。世界大会実行委員会長崎代表

委員の乾哲夫、原水協代表理事の大矢正人、常

任理事の大橋由紀子、事務局の佐藤澄人が参加

しました。左は市長の賛同署名です。
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【口座】原水爆禁止長崎県協議会 「被災地カレンダー」

と明記ください。※領収書は郵便振替の「控え」に代えさ

せていただきます。

2022年版「ちひろカレンダー」を被災地へ贈ります

～募金のご協力のお願い～

2012年より、東日本大震災・東京電力福島第一原発事故の被

災者をはじめ「被災地カレンダー贈呈募金」に取り組んでいます。


